
本当の狙いは貴金属！強引な訪問購入にご注意

電話で「服などの不用品の買い取り」と言われた消費者を、実際に業者が訪問すると、突然「貴金属の買
い取り」を持ちかけられ、安い金額で強引に買い取られてしまったという、いわゆる『訪問購入』に関する相
談が、依然として多く寄せられています。
事業者の中には、強い口調で売却を迫る、契約後に 連絡をしようとしても電話番号がつな
がらない などの悪質な事例も寄せられています。

太宰府市消費生活センター
時間　午前９時30分～午後４時 （正午～午後１時までは昼休み）
場所　市役所２階消費生活相談室
※予約不要・無料　※電話での相談も受け付けています。（☎内線３４８）

毎週月～金曜日（年末年始、祝日を除く）

　1970～1980年代の洋楽ディスコ音楽、昭和～平成を彩った懐かしい名曲が満載のディス
コを開催します！簡単なステップ講座もあり！シルバー世代を中心に、世代を問わず参加で
きます。令和の都だざいふ応援大使の高田課長さんの司会で一緒に盛り上がりましょう。

□✓ 日　時　３月８日㈰ 午後2時開始（開場30分前）
□✓ 場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）
　　　　　４階多目的ホール
□✓ 定　員　100人程度
□✓ 入場料　500円（ドリンク1本付き）
□✓ 出　演　

青春プレイバック！ ー昭和ディスコー
46218ページID

■事前の連絡もなく訪問する事業者は家に入れない
事前に連絡のない購入業者の飛び込みでの勧誘や、電話で「不用品の買い取り」
と称しながら、実際には貴金属の買い取りを迫ることは、法律で禁止されています。
事前の連絡もなく訪問する事業者は家に入れないようにしましょう。また、連絡をし
てきた場合も、事業者名や、買い取る物品をはっきり言わない事業者との契約はし
ないようにしましょう。

■訪問購入はクーリング・オフが適用される
訪問購入はクーリング・オフが適用される取引で、契約後８日間は無条件で解約することができま
す。しかし、契約後すぐに物品を渡してしまうと、紛失されたり、すでに別の人へ売却されたりなどして、
物品が戻ってこない可能性があります。クーリング・オフ期間内は物品の引き渡しを拒むことができる
ので、契約をしてもすぐに渡さず、本当に売るべきかを冷静に考えて、期間が経過するまで手元に置いて
おくのも方法です。

アドバイス

プラム・カルコア
文化芸術振興事業

高田課長 岩下　愛

文化学習課　文化学習係（☎内線675）
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入場券発売日
2月3日㈫　午前10時～

入場券販売場所
プラム・カルコア太宰府
(中央公民館）２階事務室

高田課長（令和の都だざいふ応援大使）
UEMAE（RING music office）
いわした　 あい
岩下　愛（あそびおどり企画／オドリクリエーション）

司会

ＤＪ

ダンサー

＜注意＞未就学児の入場はできません。

イントロクイズ
大会開催

景品付き！

　山火事の多くは、たき火やたばこの吸い殻など人の不注
意が原因です。そこに、雨が少ないことや空気の乾燥、強い
風が重なると、あっという間に火が広がり、大きな被害につ
ながります。
　小さな火でも、条件が重なると大きな山火事
になります。
　一人ひとりの心がけで、筑紫野・太宰府の豊かな
山と自然を守りましょう。

❶枯れ草焼きやゴミ焼却などの「野焼き」をしない。
❷風が強い日・乾燥している日は、屋外で火を使わない。
❸たばこの吸い殻は必ず火を消して携帯灰皿等へ。絶対にポイ捨てしない。
❹バーベキューやたき火の後は、水をかけて完全に消火する。
❺登山・ハイキング中は、山で火を使わないなど、ルールを必ず守る。

太宰府消防署からのお知らせ 山火事を防ぎましょう！
太宰府消防署 ☎(924)4119

山火事を防ぐためのポイント
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返
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近
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台
風
に
よ
る

突
風
な
ど
が
あ
り
、激
甚
災
害
に
指
定
さ

れ
た
災
害
も
あ
り
ま
し
た
。

　
災
害
時
は
、自
分
の
身
の
安
全
は
自
分

で
守
る「
自
助
」と
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
い
っ
た
ご
近
所
同
士
が
協
力
し

て
助
け
合
う「
共
助
」が
、と
て
も
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　
県
や
市
な
ど
が
行
な
う「
公
助
」は
、大

災
害
に
な
る
ほ
ど
対
応
に
遅
れ
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、そ
れ
ま
で
の
間
、

地
域
や
ご
近
所
の
人
た
ち
が
相
互
に
協

力
し
て
避
難
、救
出
・
救
護
活
動
や
消
火

活
動
な
ど
、被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
の
応
急
活
動
を
行
う
の
が「
自
主

防
災
組
織
」に
な
り
ま
す
。

　
1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

（
活
断
層
型
地
震
）で
は
、瓦
礫
の
中
か
ら

救
出
さ
れ
た
人
達
の
う
ち
自
力
や
家
族
、

近
所
の
住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
割

合
が
、約
98
％
に
も
上
り
ま
し
た
。地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
迅
速
な
活
動
が
非

常
に
重
要
で
、特
に
、地
元
住
民
が
高
齢
者

を
救
出
す
る
な
ど
地
域
の
つ
な
が
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築
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組
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は
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●
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
？
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コミュニティ無線でＪアラートを試験放送します

日時　2月6日㈮　午前11時　※予備日　2月20日㈮
問い合わせ　防災安全課　防災対策係（☎内線531）

【阪神・淡路大震災の際の救助】

【自助・共助・公助の図】
地域の人たちが
協力して助け合う

自分自身の身の
安全を守る

【自助】

自分・家族

【共助】

地域コミュニティ

地域の防災力

【公助】

行政機関
警察・消防・自衛隊

市や消防、県・警察・自衛隊等の救助・援助

自力で  34.9％
家族に　　 31.9％
友人・隣人に 28.1％
通行人に  2.6％

救助隊に  1.7％
その他  0.9％

約
98
％
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